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０）⾃⼰紹介

１）なぜ、⽣物多様性なのか？
ネイチャーポジティブとは？

２）⽣物多様性ビッグデータ&AIを活⽤した
ネイチャーの価値を⾒える化

３）ネイチャーポジティブ・ビジネスの実装



世界の森を巡る⽣物多様性のフィールドワーク

⽣態系の⻑期観察研究(1980年代〜)
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⽣物多様性ビッグデータ
マクロ⽣態学の研究
（2000年代〜）
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⽣物多様性科学において卓越した研究業績



ー⽣物多様性科学とビジネスの融合ー
⽇本発の⽣物多様性市場の創出を⽬指して

⽣物多様性=⾃然資本

ネイチャー⾼解像度可視化データ
テクノロジープラットフォーマー
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ビッグデータ整備チーム８⼈
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１）なぜ今、⽣物多様性なのか？
ネイチャーポジテイブとは？



暖かな場所に適応した⽣物種は熱帯林の⽣態系を構成したり
⽣き物は、持っている機能に応じて適材適所（ニッチ）な分布をする

寒い場所に適応した⽣物種は、温帯や寒帯の⽣態系を構成したり・・・

⽣物多様性とは？
多様的な要素から成り⽴っている

⽣物多様性を構成する個々の“⽣物種”は“多様な遺伝⼦”を持っていてそれによって
発現する“多様な機能”を持っている



つまり、それぞれの⽣き物が、様々な環境条件に対応して分布することで
森・川・サンゴ礁・マングローブなど“多様な⽣態系”が⽣み出される

場所場所の⽣態系が“多様な機能”をもたらす
これが経済的な“⽣態系サービス”になる

このように、地球上の⽣物多様性を俯瞰すると
私達⼈間社会は、⽣物多様性を⾃然資本として
利⽤し、依存していることが理解できる。

豊かな陸・⼟壌 豊かな海 清浄な⽔

農林業など ⽔産業など 半導体⽣産など



⽣物多様性＝⼈類社会の持続・⽣存可能性の必要条件

⽣物多様性とは何か？

地球の⻑い歴史を経て
⽣き物が種分化し
⽣み出された⽣物の総体

ネイチャーあってこその社会経済

⽣物多様性の経済学
ダスグプタ・レビュー

⽣物多様性 ⾃然資本 社会経済基盤＝ ＝

健全な社会経済活動の基盤を成す⾃然資本、その総体としての“⽣物多様性”
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⽣物多様性消失の仕組みから理解する
ネイチャーポジテイブ
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絶滅の渦（うず）と呼ばれる現象



15,000の研究論⽂や様々なレポートの分析を元に推計

この絶滅リスクの⾼さは
過去1000万年の平均的な⽣物絶滅に⽐較して
10ー100倍に及ぶ

この要因は⼈間活動による
陸地の75%、海洋の66%の改変

⽣態系の多様性の均⼀化 → 種の多様性の劣化 → 遺伝的多様性の劣化

100万種にのぼる野⽣⽣物の絶滅危機が顕在化

ネイチャー
“ネガティブ”

⽣物多様性
消失

⽣態系サービス
劣化

社会経済
持続不可能



Obura et al. (2023) Achieving a nature- and people-positive future. One Earth 6:105-117.
https://doi.org/10.1016/j.oneear.2022.11.013.

Ermgassen et al. (2022) Are corporate biodiversity commitments consistent with delivering ʻnature-
positiveʼ outcomes? A review of ʻnature-positiveʼ definitions, company progress and challenges. 
Journal of Cleaner Production 379: https://doi.org/10.1016/j.jclepro.2022.134798.

ネイチャーポジティブとは？
従来的な⾃然の保護再⽣との違い

01

02

03

04

範囲の網羅性
垂直的：サプライチェーン全体
⽔平的：多セクター全体

主流化
科学に基づく⽬標⾏動フレームワーク
ガバナンス、戦略、リスク管理、測定を通じて
組織の意思決定に⾃然関連対応が組み込まれる

統合的
⽣物多様性、気候、⽔、⼟壌などを統合するアプローチ
各対応のシナジーを促進し、トレードオフを最⼩化
さらに社会的配慮との統合も⽬指す

野⼼的
グローバルで包括的な社会⽬標としてスケーリング
⽣物多様性のために絶対的な利益をもたらし、
その進捗は公的に説明報告されるべき

https://doi.org/10.1016/j.oneear.2022.11.013
https://doi.org/10.1016/j.jclepro.2022.134798


2）⽣物多様性ビッグデータ&AIを活⽤した
ネイチャーの価値を⾒える化



⽣物多様性の豊かさや価値を“⾒える化” することが
⽣物多様性ポジテイブへ向けたアクションの基本になる

乱獲や開発による⼈為インパクト

⽣物多様性可視化の重要性

気候変動（温暖化・海洋酸性化）

１

⽣物多様性は“概念”なので、⼀般の⼈は直感的に理解しにくい
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個々のサイトで多様性を測定しただけでは全体のネイチャーネガティブ/ポジティブに
どの程度寄与したのかはわからない

２

空間明⽰の⽣物多様性情報によって全体を俯瞰することが重要

広域スケール（例：地球）での⽣物多様性の分布を⾒える化した上で個々の
ロケーションが、そもそもどういう場所・状態なのかを理解する必要がある







⼩泉前環境⼤⾂による
30by30記者会⾒の根拠論⽂

⽣物多様性の保全科学
国全体の保全計画の実効性の科学的な評価事例

⽣物多様性保全優先度
かけがえのなさ度マップ
最適化分析による保全優先エリアのランキング

⾚⾊エリアほど重要
種数が豊かで希少種が多い
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観測記録（＝⽣データ）をそのまま⾃然関連の分析・評価に⽤いることはできない
解釈可能な情報・知識を得るためには、複数のステップ（データの⾼付加価値化＝投資）が必要

解析データを⽤いた意思決定⽀援，
プロダクト開発 等

データの
⾼付加価値化
↑
データ構築への投資

データ資産 データ収益

規格化・統合処理・
データクリーニング

計算処理や統計モデリングによる種数カウント，
種分布地図の作成，保全優先度の算出など時空間
に展開した⽣物多様性指標

個々の⽣物観測記録，
論⽂

⽣データ
前処理
データ

解析
データ

サービス

⾃然関連データの利⽤レベル
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今夏リリース：⾃然関連対応のグローバルサービス
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世界の陸・海を網羅した⾃然関連対応の⾃動レポーティングシステム



⼟地利⽤変化シナリオを仮定して、2010年を
ベースラインにして、2100年まで⽣物多様性の
変動をシミュレート

１）保護区拡⼤と⾃然再⽣シナリオでは、陸域
の保護区を2050年まで地表⾯積⽐40%まで拡⼤
し、放棄された⼟地（地表⾯積⽐3〜11%）を
⾃然再⽣する。

２）⾷料供給の変⾰シナリオでは、2050年まで
農地の⽣産性を向上させて作物⽣産の増加を
1/3に抑制し、農産物の貿易を拡⼤させ、これ
により⾃然再⽣のための⼟地を確保（森林や⾃
然植⽣の消失を2100年までに半減させる）。

３）⾷料需要の変⾰シナリオでは⾷品ロスを半
減し、⾁⾷消費量を2/3以下にする。

４）保護区拡⼤と⾃然再⽣と⾷料需給の変⾰を
統合したシナリオ。

各シナリオで、⽣物多様性に関わる指標（野⽣
⽣物の⽣息適地⾯積指標）を予想。

Leclère et al. (2020)のモデルを⾼解像度⽣物多様性データで実装

各地域のNPトレンド

NPアクションをしない場合

NPアクションの効果量

保護区拡⼤と⾃然再⽣と⾷料需給変⾰の統合シナリオ

ネイチャーポジテイブ・シミュレータ：NPアクションのシナリオ分析
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３）ネイチャーポジティブ・ビジネスの実装



ジュゴンズアイ
AI：⼈⼯知能、Eye：眼差し、愛：Loveをかけてます

インストールはこちら！
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気候と⾃然の統合：
⽣物多様性と調和した再⽣可能エネルギー開発



2016年から2020年の5年間の0.1度グリッド精度の
合計漁獲活動時間（時間/5年）

海域の漁業利⽤（漁獲活動時間）海洋⽣物多様性の保全重要海域

「保全優先度が⾼く
漁獲努⼒量も多い」
↓

漁獲制限を伴う海洋保護区は困難
漁業管理を通した保全が有効
OECM 海を共⽤する
シェアリングアプローチ

「保全優先度が⾼く
漁獲努⼒量は少ない」
↓

漁獲制限を伴う海洋保護区の可能性が⾼い
保全を優先した海洋保護区（スペアリングアプローチ）

海洋保護区と漁業の海洋空間計画に関するシナリオ分析



スペアリング型海洋保護区の候補海域
「保全優先度が⾼く、漁獲努⼒量も多い」海
域の保全優先度を表す

「保全優先度が⾼く、漁獲努⼒量は少ない」海
域の保全優先度を表す

シェアリング型海洋保護区（OECM）の候補海域

スペアリング型・OECM型保護区を組み合わせた海洋空間計画



海洋空間計画：洋上⾵⼒発電施設の開発適地の可視化

洋上⾵⼒発電計画図
緑⾊が国⽴公園の海⾯地域
⾚⾊が洋上⾵⼒発電の計画
または既存施設の位置

洋上⾵⼒発電適地の⾵⼒得点

洋上⾵⼒発電適地の漁業権得点

洋上⾵⼒発電適地の船舶通航量得点

複数要因（空間情報）を考慮した
洋上⾵⼒発電の適地評価



空間の管理ルールの整備

⼟地や海域の保全や利⽤の
空間的軋轢を最⼩化する選択肢を提供

空間利⽤の調整 スペアリングvsシェアリング

科学的空間計画に基づいた⼟地・海への投資

セクター間で⼟地や海域の利⽤による
恩恵をデータ＆アルゴリズムを⽤いて
全体利益を最⼤化・最適化する

気候と⾃然の統合アプローチの実装

Take home message

データに基づいた “陸や海の豊かさの⾒える化”


